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CASBEE は、2011 年１月現在 22 の自治体において建築申請と連動したシステムとして
活用されている。活用する自治体が増えれば活用数も増え、その目的やデーター集積によ
る改善も進み、環境配慮型の病院建築が設計段階から普及し促進されると考える。 









































ら大病院を評価対象としているが、CASBEE では自治体により異なるが 2000 ㎡以上延べ
床面積の大規模建築物に限定されている。 
しかし、病院と呼ばれるのは、病床数 7 床以上であり、大規模建築物である病院規模だ
けではなく、小規模病院に対しても CASBEE 評価を実施できる評価のあり方が今後の課
題となった。同時に、各自治体の状況に応じた環境対策の誘導措置として、CASBEE の
評価結果をもとに制度上評価を必要とするなどのインセンティブを与える仕組みを導入す
ることも環境政策上有効であると考える。 
 
